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　　　　　ブロック塀の場合

↓こちらの列をチェック↓
	　
　　　　　組積造の塀の場合

↓こちらの列をチェック↓

	Ⅰ.塀の高さ
	地面から2.2m以下である
	□
	地面から1.2ｍ以下である
	□

	Ⅱ.塀の厚さ
	厚さ10cm以上（塀の高さが2mを
超える場合は15cm以上）である
	□
	②厚さが次の値☆以上ある
計算：①高さ(ｍ)×10＝(☆　　cm)
	□

	Ⅲ
	Ⅲ-1.控え壁不要
	塀の高さが1.2ｍ以下である

	□
	②厚さが次の値☆以上ある
計算：①高さ(ｍ)×15＝(☆　　cm)
	□

	
	Ⅲ-2.控え壁必要
	・③控え壁間隔が3.4m以下である
・④控え壁突出長さが次の値☆以上

計算：①高さ(m)×20＝（☆　　cm）
	
	・③控え壁間隔が4.0m以下である
・④控え壁突出長さが次の値☆以上

計算：②厚さ(cm)×1.5＝（☆ 　cm）
	

	Ⅳ.基礎
	コンクリートの基礎がある
	□
	基礎がある
	□

	Ⅴ.劣化・損傷
	傾いたり、一部ひび割れていない
	□
	傾いたり、一部ひび割れていない
	□

	

	Ⅵ.その他
	その他、劣化・損傷の状態により撤去の必要性があると町が認める場合

	
	0.8ｍ以上の塀で劣化損傷がある
	□
	□傾き、□亀裂、□動く、
□その他（　　　　　　　　　　　　）





小鹿野町ブロック塀撤去等補助制度のご案内（開始日：平成31年4月1日）





�　　





　平成30年6月18日の大阪府北部を震源とする地震では塀の倒壊により、尊い命が奪われました。


小鹿野町では、危険なブロック塀等の撤去を促進し倒壊による事故を未然に防ぐため、危険なブロック塀等の撤去及び撤去後の安全な塀等の築造に要する工事費用を補助する「小鹿野町危険ブロック塀等撤去・築造事業補助金」を創設しました。








組積造


（石積みやレンガ積みの塀など）





ブロック塀


（補強コンクリートブロック造）





写真出典：(一財)消防防災科学センター





写真出典：(一財)消防防災科学センター











築造の補助　　上限10万円


（1ｍあたり1万円又は築造費用


の低い方の1/2）（※撤去後新設）











撤去の補助　　上限1５万円


（1㎡あたり１万円又は撤去費用


の低い方）





制度の概要











■対象となる塀


　・町内にあり、公衆用道路等に面しているもの


　・建築基準法に適合しないもの又は、道路等からの高さが０．８ｍ以上で劣化又は損傷があり、除却する必要があると町長が認めるもの


■補助対象者


　・危険なブロック塀等がある敷地又はその敷地に存する建築物の所有者又は管理者


　・町税を滞納していない者


■補助対象経費


　・町内に事業所を有し、町に登録している施工業者が行う危険ブロック塀等の撤去及び安全な塀等の築造に要する費用





詳しくは、小鹿野町役場 まちづくり推進課に問い合わせ下さい。TEL：７５－４１９６


要綱・様式は、まちづくり推進課で配布しています。また、小鹿野町ホームページからダウンロードできます。





ブロック塀等の点検チェックポイント





約20ｃｍ





約40ｃｍ





【参考】ブロック塀の一般的な寸法


　 目安：6段積みで高さ1.2m


         8列で長さ3.2ｍ





■チェックリスト





↑どちらかの


↓条件を満たす





点検結果





・ⅠからⅤの項目にひとつでもレとならない項目がある場合は、 危険ブロック塀に該当します！危険性が確認された場合は、付近通行者へ速やかな注意表示のうえ、補修・撤去等を行いましょう。














　詳しくは、小鹿野町役場　まちづくり推進課に問い合わせください。


住所　小鹿野町小鹿野８９番地　小鹿野町役場


　電話　0494-7５－４１９６　　ファックス　0494-7５-２８１９





・その他Ⅵの項目にレとなる場合は、撤去の必要性があると町が認める場合、危険ブロック塀に該当します！

















